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が 0.55から 0.42に下降しているということが明確に現れていることから，少なくとも 42％の発展援助資金
が，開発以外の支出の増加を起こしていることを実証結果は示している。また，追加的援助が消費支出に与
える影響が経済改革の導入前後において 1.5ドルと変わらないことから，1ドルの追加援助に伴う 0.98ドル
の政府収入の増加が，1ドル分の消費支出増加につながり，残り 0.5ドル分の消費支出の増加は援助の流用
性によるものであるという結果を得ている点など，経済改革案の援助流用への影響に関する研究例がまだ乏
しいなかで，本研究に独自性があり，学術的価値は十分に大きなものがある。
　本研究の分析結果が示している，パキスタンにおける流用性指数の下降は，被援助国のデータを使った場
合に別カテゴリーへの流用は制限されると指摘する文献と合致している。構造調整案が，被援助国の資源分
配や歳入決定，流用性に与える影響について書かれた文献はまだ乏しいなかで，本研究の意義は高く評価さ
れる。
　一方，本研究の今後の方向性として，本研究の財政分析の結果からもいえることであるが，援助資金の特
定の開発分野への供与と，資金分配のモニタリングの必要性である。流用性分析の側面から見た場合，構造
調整策を実施してなお観察される援助流用の存在は議論の余地があるが，一国から得られる分析結果だけで
は包括的な政策決定を導くには不十分であるため，多国間で流用性係数を比較する必要性があると思われる。
更に，援助資金の流用は真に有害なものなのか。援助資金が別用途に流用されることは非生産的なのか，被
援助国の乏しい財政管理能力や援助側主導の構造調整の行き詰まりは，援助資金の流用を引き起こすのか，
これらは，本研究の延長として注目されるべき論点である。
　最後に，著者が指摘するように，援助資金流用性の先行研究において，経済調整政策が資源分配や資金流
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用に対しどれほどの限界効果があるかを計る試みはほとんどなされていないが，ドナーが構造改革を課す
ケースが増えてきている現状下，経済改革政策の導入が被援助国における資金の流用を抑制し，公共支出決
定を効率的に操作する誘引になるかどうかを明確にすることは，非常に意義深いと思われる。構造改革政策
は，短期間での経済構造変化を意図して作られたものであるが，政策が成功するにしても挫折に終わるにし
ても，その影響は経済的，社会的に長期にわたって残ると推察され，これについての考察は本研究にさらな
る発展をもたらすと思われる。
　よって，著者は博士（国際政治経済学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
